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 ウシ心筋チトクロム c 酸化酵素（CcO）は、ミトコンドリア内膜の呼吸鎖電子伝達系の末端酸化酵素で
あり、分子状酸素を還元し水を生成するとともに、プロトンを膜の内側から外側へポンプすることにより
酸化的リン酸化に寄与する。酸化還元部位として２つのヘム（ヘム a3と a）を含むが、ヘム a3 は酸素還元
部位であり、ヘム a はプロトンポンプの駆動部位である。X 線結晶構造解析によって、酸化還元状態そし




























  また、平成 26 年 10 月 23 日、論文内容およびこれに関連する事項について試問を行っ た結果、合格と
判定した。 
 
  
